
令和７年度

第１回 千歳市緑化審議会

日時：令和７年７月28日（月）午後２時から

会場：千歳市役所本庁舎２階庁議室
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本日の議事

専門部会において検討した以下の事項についての報告

１ みどりの将来像

２ みどりの配置方針図

３ エコロジカルネットワーク図

４ 目標設定

５ 施策内容

６ 重点施策

７ 計画の推進

８ 計画タイトル

９ 今後のスケジュール

10 その他
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１．みどりの将来像

基本理念

未来へつなぐ 豊かな“みどり”と清らかな水

みどりの将来像

支笏湖地域の“みどり”、市街地の”みどり“ 、農村地域の”みどり“などの「広域的みどりのネット

ワーク」や千歳川を軸とした「水のネットワーク」が保全されているとともに、都市公園等の適

正な整備・維持管理、多様な主体と連携した緑化振興やオープンスペースの利活用が図られてお

り、自然豊かで居心地の良い都市環境が形成されているまち。

基本方針

つくる：“みどり”の管理・魅力創出等に関する方針・“みどり”の質の向上に関する方針

つかう：“みどり”を活用した安心・安全に関する方針・“みどり”に関わる機会の創出や情報発信に関する方針

つなぐ：“みどり”の保全と継承に関する方針・“みどり“のマネジメントに関する方針

4

※「みどり」の定義
本計画では、樹木、草花などの植物そのものの「緑」だけでなく、公園・緑地や公共広場、道路、河川、農地、動植物の生息生育環境など、

まちを構成する様々な自然環境を含めていることから、ひらがなで「みどり」と表現することとします。



5みどりの将来像
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２．みどりの配置方針図
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環境保全機能

・緑陰の提供
・大気汚染の改善
・気温上昇の抑制
・生物の生息環境

→別途「エコロジカルネットワーク図」（P17）を作成

・カーボンニュートラルへの貢献等

防災機能

・延焼の遅延や防止
・災害時の一時的な避難場所
・雨水流出量の調整
・洪水リスクの軽減
・グリーンインフラ等

レクリエーション機能

・余暇活動の場
・休養、休息の場
・運動、遊びの場等

景観形成機能

・自然景観の形成
・田園景観の形成
・都市景観に潤いを与える等



２．みどりの配置方針図
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• 森林骨格となるみどり

• 青葉公園

• 美々公園

• 泉沢自然の森

豊かな自然環境

• 主要な河川、湖沼
みどりをつなぐ

ネットワーク

• 農地
みどりの連続性の

確保

• 緑地
自然環境の保全・

緑陰の提供

• 泉沢自然の森
工業団地と住環境

との緩衝

＜位置付け＞
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※自衛隊演習場等を除く

（１）環境保全のみどり



２．みどりの配置方針図

1
0

• 青葉公園
• 青空公園

災害時の

広域避難場所

• 都市公園、公住公園
• 公共広場

地震時の

一時的な避難場所

• 主要な河川、湖沼
• グリーンベルト

延焼防止機能

• 森林

土砂災害防止、

水源涵養、防風、

防砂、防雪機能

• 泉沢自然の森
爆発・火災緩衝、

延焼防止機能

• 主要な河川

• 遊水地などの

グリーンインフラ

洪水リスクの軽減
機能

• 緑地
雨水貯留機能、

延焼防止機能

＜位置付け＞
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※自衛隊演習場等を除く

（２）防災のみどり



２．みどりの配置方針図

1
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＜位置付け＞

• 青葉公園

• 美々公園

• 泉沢自然の森等

豊かな自然環境
と親しむ場

• 青葉公園

• 青空公園等
運動の場

• 地区公園、近隣公園遊び・休息の場

• 千歳川河川敷

• 道の駅サーモンパーク

• 名水ふれあい公園

• 泉沢自然の森

• ママチ川緑地

• せせらぎさわやか公園

水（川）

と親しむ場

• グリーンベルトイベント広場

• 青葉公園

• 地区公園、近隣公園

• 泉沢自然の森

• グリーンベルト等

利活用を図り、

魅力を創出する

場

• 農地農業体験の場

• 緑地休養の場
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※自衛隊演習場等を除く

（３）レクリエーションのみどり



２．みどりの配置方針図
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＜位置付け＞

• 支笏湖公園線沿道の森林※自然景観

• 新千歳空港アクセス沿道

• 市街地における重点管理
区間（P25参照）

沿道景観軸

• 千歳川、ママチ川沿線※水と緑の景観軸

• 千歳神社の保全樹林
• 長都神社の保全樹林

郷土景観

• 史跡キウス周堤墓群※

• 史跡ウサクマイ遺跡群※史跡景観

• 青葉公園

• 美々公園

• グリーンベルト※

• 住宅地のみどり、工業団
地のみどり※

• 道の駅サーモンパーク

• 緑地

市街地景観

• 農地※田園景観

※千歳市景観計画と整合
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※自衛隊演習場等を除く

（４）景観形成のみどり



３．エコロジカルネットワーク図
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＜位置付け＞

• 森林

• 農地
中核地区※1

• 青葉公園

• 美々公園

• 緑地

拠点地区※2

• 河川

• 街路樹
回廊地区※3

■近年、市街地においてもヒグマの目撃情報が報告されるなど、大
型動物との遭遇リスクが高まっています。特にヒグマについては、
沿道の草むらや樹木の枝葉に隠れて行動する習性があることから、
市街地に近づきにくい環境をつくるため、道路脇の草刈りや樹木の
剪定等による見通しの確保に努めます。

※１ 中核地区：都市の郊外に存在し、他の地域への動植物種

の供給等に資する核となるみどり

※２ 拠点地区：市街地に存在し、動植物種の分布域の拡大等

に資する拠点となるみどり

※３ 回廊地区：中核地区と拠点地区を結び、動植物種の移動

空間となる河川や緑道等のみどり
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※自衛隊演習場等を除く

エコロジカルネットワークのみどり



４．目標設定

（１）緑地の確保目標設定

18

目標年次における緑地の確保目標は、次のとおりとします。

【目標設定根拠】

新たな都市公園の整備や未開設公園の開設など、「現況より増」を目標とします。

現況
令和６（2024）年度

目標年次
令和27（2045）年度

参考値

市街化区域 17.0％ ↗
恵庭市 ：14.7％（R2年度）
北広島市：19.9％（R元年度）

都市計画区域 55.2％ ↗
恵庭市 ：35.2％（R2年度）
北広島市：64.6％（R元年度）



４．目標設定

（２）都市公園等として整備すべき緑地の目標設定
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【目標設定根拠】

他都市等と比較しても充足していることから、「現状維持」を目標とします。

現況
令和６（2024）年度

目標年次
令和27（2045）年度

参考値

人口一人当たりの
都市公園面積※1 43.5㎡／人 →

恵庭市 ：29.1 ㎡/人（R2年度）
※面積204ha、人口7.00万人

北広島市：46.0 ㎡/人（R元年度)
※面積269ha、人口5.84万人

北海道 ：42.7 ㎡/人（R5年度)

全国 ：10.9 ㎡/人（R5年度)

都市公園法施行令：10㎡/人以上

人口一人当たりの
都市公園等面積※2 58.5㎡／人 →

恵庭市 ：53.1 ㎡/人（R2年度）
※面積372ha、人口7.00万人

北広島市：70.0 ㎡/人（R元年度)
※面積409ha、人口5.84万人

※1 都市公園：地方公共団体が設置する公園及び緑地
※2 都市公園等：都市公園＋（公共広場＋公住公園＋墓園＋学校グラウンド＋学校・公共施設等植栽＋道路植樹帯）



～千歳市のみどり豊かな自然環境の保全に努め、将来にわたって継承します～
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①森林の保全・継承  支笏湖周辺などの国有林をはじめ、保安林、地域森林計画対象民有林などは、森林の
有する多面的機能を発揮させるため、関係機関と相互連携しながら整備・保全を図り
ます。

②水辺環境の保全・
継承

 支笏・樽前火山群のフレ岳を源に支笏湖を経て市街地を貫流する千歳川、ママチ川な
どの河川をはじめ、環境省名水百選に選ばれたナイベツ川湧水を源頭部に持つ内別川、
ラムサール条約湿地であるウトナイ湖（苫小牧市）の源流である美々川及び千歳湖
（美々公園内）などにおける樹林や緑地を含む貴重な水辺環境は、関係機関と相互連
携し保全に努めるとともに、自然環境に配慮した活用を図ります。
※ラムサール条約：特に水鳥の生息地として国際的に重要な湿地を保護し、賢明な利用を促進するための国際条約

③都市公園等におけ
る樹木などの保全・
継承

 千歳市自然環境保全条例において第２種自然環境保全地区に指定している青葉公園を
はじめ、都市公園等の樹木等は、適正な維持管理に努め、保全を図ります。

④保全樹林及び保全
樹木の保全・継承

 千歳市緑化条例に基づく保全樹林に指定している千歳神社及び長都神社の樹林地は、
引き続き適正な維持管理を行うとともに保全を図ります。また、情報発信を行い、新
たな保全樹林・樹木の発掘に取り組みます。

⑤農地の保全・継承  農業の担い手の育成や確保、スマート農業の活用等により、持続可能な農業を推進す
るとともに、近年多発する自然災害に対応したグリーンインフラとしての活用など、
農地の保全を図ります。

＜施策１＞自然環境の保全と継承 つなぐ

５．施策内容



５．施策内容

～森林や河川などにより形成するみどりの連続性を保ち、動植物の生息環境を確保します～
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⑥生物多様性に係る
みどりの確保 NEW

 森林や農地、河川、都市公園等、みどりの配置を利用したエコロジカルネットワークを形成

し、適正な整備・維持管理による保全を図るとともに、関係機関と連携し、希少種の保護や

特定外来生物への対応など、生物多様性の確保に努めます。

 生物多様性の価値を有する貴重な自然環境が残る区域について、国の認定制度等を活用する

など、地域が連携して保全に努めます。

＜施策２＞動植物の生息環境の確保

千歳市内で確認されている希少種（R6年度版 千歳市環境白書）

ヤマセミ

バイカモ

つなぐ



５．施策内容

～官民連携による緑化振興に関わる取組の推進や公園管理体制の構築を図ります～
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⑦官民連携による緑化
の推進

 官民連携による花壇づくりや植樹桝の花植えなどにより、市街地の緑化を推進します。

 工場立地法や千歳市工場立地法準則条例に基づき、工業団地における緑地面積の確保に努めます。

 民間事業者等による国の認定制度を活用した緑地確保事業や新たなみどりの創出など、官民が連

携して取り組みます

⑧官民連携による都市
公園や公共広場におけ
る維持管理の推進

 町内会等による都市公園や公共広場などの維持管理については、委託内容の再考を図るなど、管

理数の減少を抑制するとともに、多様な主体の参画やネーミングライツなどの導入を検討し、公

園施設の安定的な管理運営や市民サービスの向上を図ります。

＜施策３＞官民連携による緑化振興の推進やみどりに関わる管理体制の構築

JR千歳駅西口花壇
（R6年度 千歳スクエアの会）

グリーンベルト旅人の森花壇
（R7年度 JALスカイ札幌及び千歳市）

つくる



５．施策内容

～既存の都市公園や公共広場、沿道沿い、水辺空間が連携し、歩きながら楽しんでもらえるような魅力的
な空間を創出します～
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＜施策４＞多彩な空間の連携による公園・緑地の質と魅力の向上

グリーンベルト花の広場花壇
（フラワーマスターの会）

高校生ボランティア考案による花文字
（R6年度 千歳高校下法面）

 都市公園や公共広場においては、官民連携の手法（設置管理許可、Park-PFIなど）等を活用した売

店、飲食店などの公園施設の設置により、利用者の利便性を高めるとともに、居心地が良く、快

適に過ごせる空間を創出します。

⑨地域の活性化やお
もてなしに資する緑
化の推進

 JR千歳駅周辺における花壇や花文字づくり、沿道における植樹桝の花植えなど、市民・事業者・

行政の協働による緑化活動を推進し、市内外の方が見て楽しめるような空間を演出します。

⑩都市公園や公共広
場の魅力向上 NEW

⑪あらゆる主体との
連携によるオープン
スペースの緑づくり

 JR千歳駅やグリーンベルト周辺におけるウォーカブルなまちなかの実現や、千歳市かわまちづく

り計画による賑わいのある河川空間の創出など、関係機関と相互連携し、自然環境や生物多様性

に配慮しながら、オープンスペースの整備を推進します。

つくる



～まちなかの緑化活動や街路樹等の適切な維持管理により、美しい都市景観の形成を図ります～
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⑫市街地における緑
化推進

 緑化振興事業における地域での花壇づくりや植樹桝の花植えなどの取組、JR千歳駅周辺の

花壇づくりなどの緑化活動を継続し、市街地における沿道やオープンスペースの景観形成

を図ります。

⑬沿道における草木
の適正な維持管理

 街路樹の剪定や植樹帯（桝）の除草など、適正な維持管理を図り、沿道景観の形成に努め

ます。

 JR千歳駅の周辺沿道における街路樹の剪定や植樹帯（桝）、歩道縁石端の除草など、重点

管理区間（P25）を位置付け、維持管理を強化するとともに新たなみどりの創出等を検討

し、美しい沿道景観の形成に努めます。

＜施策５＞美しい都市景観の維持・形成

花いっぱいコンクール最優秀賞＆名誉花壇

【R6₴↓ 花壇部門 町内会の部】
（あけぼの団地町内会）

花いっぱいコンクール最優秀賞

【R6₴↓ フラワーロード部門】
（株式会社ホンダカーズ札幌中央千歳店）

つくる

５．施策内容


